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災害時の医療問題について



大阪医療問題連絡会とは

 安全・安心のまちづくりに医療はかかせないも
のと考え、「いのちを大切にする大阪」をめざ
して、民間医療従事者や自治体病院職員、地域
の労働組合や民間医療機関、地域医療を考える
住民の会で結成

 この間、大阪府に対しての第三次救急医療（救
命救急医療）の充実を求める請願署名行動

 千里、泉州、中河内、三島の救命救急センター
（災害拠点病院指定）の充実と大阪府の責任を
追及する交渉を行なっている



２０１３年２月２１日に提出
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大阪府交渉（2013.02.08）①

 府下１９の災害拠点病院で、災害時７２時間、
医薬品、医療材料、水、食材、燃料等が確保さ
れているのか

◆「国からはそれぞれ有することが望ましい
と指定要件が、昨年３月に改正され、府下の災
害拠点病院は概ね、この要件をみたしている」

 災害時の患者数は通常の何倍と想定しているの
か

◆「国の通知で、入院は２倍、外来は５倍の
スペースと簡易ベッドが必要となっている」



大阪府交渉（2013.02.08）②
 それは、確保されているのか

◆「国のアンケート調査で概ね満たしている現場
は見ていないので、実態と聞かれても･･」

 予算は、どうか

◆「消耗率の１％で年間１病院５０万円」

 そんなことで大阪府の責任を果たしているのか

◆「来年度は、予算と実態を把握したい」

大阪府保健医療計画（案）では、発災後の時系列に
応じた医療提供体制の構築や災害医療コーディネ
ーと機能の強化に取り組みますとあるのに、あま
りにも無責任な大阪府の災害時医療



病院との懇談等で
 医薬品の３日分の備蓄は院内ではできていない

 業者との優先協定は、まだ締結できていない

 自家発電の燃料タンクが地下にあるため、津波
がきたら発電機本体の燃料だけになる

読売新聞が、昨年の１１月～１２月にかけて行
なった、災害拠点病院アンケートに、

 市立堺病院と府立泉州救命救急センターでは、
「浸水のおそれがある」と答えている。



病院の対応
 非常用食材、飲料水を１階から６階屋上の倉庫な
どに移した

 備蓄量を２．５倍の２５００人分に増やした

 発電機と燃料タンクを屋上に移した

 岩手県立高田病院の石木院長は、自治労連の講演
会で、備蓄品等は上に上げるべき、上から下ろす
のは容易だが、下から上げるのは大変

など多額の費用が必要となる対策である

 大阪府は、それをたった年間５０万円でやれと言
うのか。各病院の努力では、大災害に対応しうる
だけの予算や人員はあるのか



災害時医療充実のために
 大阪医療問題が、この２月から４月にかけて
実施する「公立病院、災害拠点病院キャラバ
ン」で、各病院の災害時医療・地域医療の現
状・課題等について懇談・意見交換をし、実
態を把握する。

 その実態の結果をもって大阪府や関係諸機関
への要望書提出や交渉・懇談等を行なう。

 災害時医療への問題点を明らかにして、大阪
府や各自治体の公的責任を徹底させるために
「安全・安心の大阪府づくり」のため、大き
な府民運動としていく。



大阪医療問題連絡会

池尾 正

ご清聴ありがとうございました


